
水道の蛇口を閉め忘れ、マン
ションの階下に水漏れを起こ
してしまった。

第
24
回

知って
おきたいQ

85
歳
に
な
る
認
知
症
の
母
親
と
同
居
中
で
す
。誤
っ
て
他
人
に

ケ
ガ
を
さ
せ
た
り
、物
を
壊
し
た
り
し
な
い
か
心
配
で
す
。そ
の

よ
う
な
場
合
に
備
え
る「
個
人
賠
償
責
任
保
険
」が
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
。ど
の
よ
う
な
保
険
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。　

暮
ら
しと
お
金
の
い
ろ
は

２
０
１
6
年
6
月
現
在
の
税
制･

税
率
に
基
づ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。
税
制･

税
率
は
将
来
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
個
別
の
税
務
に
関
す
る
取
り
扱
い
は
、
税
理
士
ま
た
は
所
轄
の
税
務
署
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

A
個
人
賠
償
責
任
保
険
と
は
、「
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
て
し
ま
っ

た
」「
財
物
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
」な
ど
、日
常
生
活
に
お
け
る
偶

然
の
事
故
で
、法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
に
補
償
さ
れ
る
保
険
で
す
。

募
集
代
理
店 

㈲
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
イ
フ 

ク
ラ
モ
チ
　
大
森
　
健
一
さ
ん

独
立
系
Ｆ
Ｐ
事
務
所
㈲
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
イ
フ
ク
ラ
モ
チ
所
属
。Ａ
Ｆ
Ｐ
・
住
宅

ロ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
活
用
し
、
セ
ミ
ナ
ー
講
師
・
個
別
相
談
等
を
実
施
。

募
集
代
理
店 

㈲
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
イ
フ 

ク
ラ
モ
チ　

土
浦
市
永
国
９
９
７
の
１　

０
１
２
０
・
１
２
３
０
６
５

協
力 ２

０
０
７
年
に
愛
知
県
内
で
認
知
症
の
男
性
が
徘
徊
中
に
電
車
に

は
ね
ら
れ
た
事
故
で
、鉄
道
会
社
が
運
送
費
な
ど
の
損
害
賠
償
を
家
族

に
求
め
た
訴
訟
が
あ
り
ま
し
た
。最
高
裁
の
判
決
で
は「
家
族
に
責
任
は

な
い
」と
な
り
ま
し
た
が
、争
点
は「
監
督
義
務
者
」に
つ
い
て
で
し
た
。

「
家
族
の
監
督
責
任
」は
他
の
事
例
で
も
争
点
に
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
偶
然
の
事
故
が
起
き
た
時
の
賠
償
責
任
に
備
え
る
保
険

が「
個
人
賠
償
責
任
保
険
」で
す
。自
動
車
保
険
や
火
災
保
険
、傷
害
保

険
な
ど
の
特
約
と
し
て
加
入
す
る
の
が
一
般
的
で
、年
間
２
０
０
０
円
程

度
と
比
較
的
手
頃
な
保
険
料
で
加
入
で
き
ま
す
。ま
た
、家
族
の
１
人
が

加
入
す
る
と
、加
入
者
本
人
の
ほ
か
、配
偶
者
や
同
居
の
親
族
、別
居
の

未
婚
の
子
ま
で
が
対
象
に
な
り
ま
す
。高
齢
者
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
が

い
る
場
合
な
ど
、万
が
一に
備
え
て
加
入
す
る
と
安
心
な
保
険
で
す
。

加
入
の
際
は
、家
庭
の
環
境
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
せ
て
、補
償
内
容

や
保
険
金
の
支
払
い
対
象
に
つ
い
て
も
確
認
が
必
要
で
す
。ま
ず
は
身
近

な
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
60
代　

女
性
）

横断歩道を歩いていた高齢者
と接触し、ケガをさせた。

買い物途中、店内に陳列して
ある商品を落として破損さ
せてしまった。

対象となるケース（例）


